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闘飛散蘭感興
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近くも デザイン新 製品設計などの工学の分野に人

の感性を団映させる試ろ通頚責められている｡これを溺感性工
学と嘩凱 製品僻 締り層執 こ憤適さ｣をもたらす
ことを目的とLn 亀

今回も 人々昭光塵さをもたらすものとしてマッサージ

チェアに注目した｡マッサージチェアによるマッサージに

は瀞脈◎リンソ登環を促進する効雫があり､近年は医療だ

けでなく､ダイエット効果職 リラクセーション

効果等多くの倉で注目されている｡特にリラクセーション

効熱こ-丸ては､物妻壁勺な帝臓 こより筋肉をはくサだけで

なく､精漸勺な緊張も取り除くという点でストレスの多い

現代封会においてマッサージチェアの勤 蝶の1つと

されている｡しかし 使用する人のマッサージ効果の良し

悪Lに樹国人蓑があり､また人手によるマッサージの効果

とも適/切ミあるのカ確実である｡したがって､より多くの

人にあったマッサージチェアの開発が望まれている｡しか

し 現轟勺に周囲刃固人に合わせたマッサージチェアを開

発することは困静であることから､個々の感性うゝらマッサ

ージチェアにフィード'バックすることにより対芯させるこ

と力学先細勺である｡

そこで榔 も まずマッサージチェアカ執 紳 L身
-の反応を r快｡不軌 という憶鋸勺観点より捉え､感性

的なデ｣タ収集と､そ瑚献 定財ヒを目的とした｡この

結鞄ま感性M王Ⅹ血陀モチ')レ磯 そしてマッサージチェ

アン-のフィード'バックシステ働 ために用いることを

且虻した

意,実験棺要
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本研究で使うマッサージチェアは､ サウンドキュア

IB-031細 のmpamy製｣を鼎 亀 マッ

サーミ禰練賠βは､もみ玉､ローラーなど1.必要に応じた
様 な々動きをプログラムにより帯脚され､非前徴 動

きをする｡マッサージチェアには□もみモーに □たたき

モー代ロローラーモードのように､様々なモードが複合
的に動作する｡もみモードはマッサージチェア◎アーム方

向-の繰り返し運動であり､たたきモードはアームが車亘

方向ンJ亥は剃こ動作し ローラーヤ ー摘まアームカキ上下に
駆勤し 得られるマッサージ娩 惹㈹ ′し異なる｡本所
究闇雲全てに巧ナードにづして実験を行う｡

望｡望アンケートの侮蔑

今回の鞠 もSD法を用し朝 成したアンケートをも

と庸子った｡SD法とはC｡Os那通が開発しね摘撃謝勺測
定法の且つである｡ある翻 こ対LT個人が抱く巨像 を､

防

唱執一弱いJ､ ｢高い-低し1､ 風 ､一鞄 当など相

反する形窮司の対を用い髄 腔するもので､それぞれの形

容詞に尺をもたせ､その尺度の度合いによって､対象事項
の意味構造を明らかにしようとするものである｡本来はト

理の卿 瀬潤されてきた重宝だが､裁銅 肇詩経イメー

ジやデリ守備 度を調査するのによくつかぬれる｡

木裏険闇も より細かも感性甥財ヒを測定するために九段

階かアンケートにした｡以下が今回作戒したアンケートの

例である｡ (図2.1)
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今回のアンケー ト目的は以下二点である｡

1.マッサージ効果の定量化

マッサージ効果は人間の主観に左右 さ れ る漠

然 としたイメージであり､これまで一定の 基 準

による評 価はされてい｡

2､マッサージ効果の個人差によるグループ 分

けを行 う｡ この結果はフィー ドバックシステム

の構築の際､有用なデータになる｡

望｡3運動

本実験では肩､腰をこらせる目的で､二種類

の運動を被験者にしてもらった｡コリとは疲労

物質が各部位に溜まっている状態のことを指す｡

そこで今回は､肩のコリ､腰のコリを一時的に

起こすため､一般にこる原因とされている筋肉

を使った運動を選んだ｡以下の二種類である｡

ロダンベル運動

被験者に四つんばいになり､そこから交互に

片方 3kgのダンベルを垂直に持ち上げる｡

これは僧帽筋を使 う運動である｡この運動を五

分間行 う｡

②背筋運動

うつ伏せ状態になり､そこから上半身を背中

をそらせるようにして持ち上げる｡ これは後背

筋､脊柱起立筋を使 う運動である｡この運動は

三分間やる｡

運動時の注意として､マイペースでやっても

らうこと､力を入れる際呼吸を止めることの二

点を意識 してもらった｡前者は目標回数などを

設定すると個人によってかなり過酷な運動､楽

な運動になりえるという点での注意､後者は今



回の運動は疲労物質を各部位に貯めるための運

動なので､有酸素運動になるとその目的とは逆

効果になってしまうとい う点での注意である｡

2適齢 内容
噛 ま二人につき各モード(もみ､たたき､ローラづ

ごと三回に分けて行った｡また､各実険の間には最低1日

以上の間隔を空けて行った｡これは､鞠 こ通勤を伴う為､

前の実験の影響をなるべく受けないようにするためであ
る｡

各鞠 胴 l斯ヲ行った｡

1､アンケートに必要肇項を熟 てヽもらう｡

2､5う潤 のダンンやし連動をしてもらう｡

3､肩の運動後のコリ具合を記入してもらう｡
4､5分間マッサージしながら御報こアンケートに記入して

もらう

5､3分間噸 勤をしてもらう｡

6､現敏明鄭)コリ具合街執､てもらう｡

7､5分間マッサージしながら厨哉こアンケートに記入して

もらう

※マッサー調ま｢もみ上 ｢たたき｣､ ｢ローラ-1 のマ

ッサー調謝bbを棚 1行う｡

※ ｢ローラ-1の場乳 肩と康酢漕附の区矧がないので上

半身固定で行う｡

鼠 鄭 概 駈 考察

3｡且コリ具合の回復度によるカ欄 ナ

本研究闇ヨ運動後のコリ具合と､マッサージ後のコリ具

令(領主純所酔湯簸回復室とした｡毒財郎ミ高し亀 コリが解

消されたという見方ができる｡以下表3｡1カ柵 項執こ

より得られた柳 傾度である｡

もみ(腰)たたき(月勘ローラ-(,rf

5
1

表3｡1

この表をみると全術ン1ラつしており､統一性がないこ

とがわかる｡これは恒腹壁招国人義うミあることを表しTい
る｡

噺 まこのデ｣タからクラスタ角抑 こよるグ/レプ

化観 クラス夕顔析 (クラスタリング)とは 与え

られたデータ数瑚勺基準なしに自動的古賀涛軒る方法であ

る｡以下図3.1がクラスタリン舛 東罪である｡

駅

d□ 60

図3.1デンドログラム

図3.1のよりクラスタリングによって各カレナ列却 ナ

られた｡各グンレ湖 〕らそれぞれのレプ 先 B,C,

Dと達義する｡
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グラフ3｡1各クラスタ比較

㊥平均A

泣平均B
慮平均C
平均=

グラフ3.1よりまずグル｣プAを噛 ミ2-4の間で

評価されており､マッサージ全体を通して 機 払こよって

回後妻があまり上1塞げ間数かないJといったグル-プで

あるといえる｡次にグjレープBを翻 しかいなかった

カも 機 軸勺に巨樹動 ミ高く､特にもみによる回復勃 ミ著

しく高LIJというグループといえる｡そしてグループCは
回復室が0-2の間で評衝されており､ ｢々ッサージ全体

を通してあまり回復しなかった｣グル⊥プといえる｡最後
にグループbは三つのグラフカ棚 ≠斬 通のモ- ド

の肩のマッサージで軌 登複度になっている｡そこでこの

クンレ瑚 ま｢肩のマッサー調こより高し軍旗度を柵 グ
ノレプ といえる｡上記のように それぞれ聯艶かあるグ/レ

-⊥フ謁召封ナることができた｡

3◎2まとめ

上記結果よりマッサージチェアの劫県を定暫ヒしクラス

タリンクすることができた｡これ地 ミどのグ/レ二刀こ
所属するのかがわら動 毛 その対象にあったより良いマッ
サーミ髄 巧登りできるということである｡これ勧芯岡しフ

ィード'バックシステムを潮 できれ£転間のL地よいマッ

サージを自動でしてくれるシステムになりえるといえる｡


